
平成３０年度

愛知県高圧ガス移動防災訓練

実施計画書

    期  日  平成３０年１０月１９日（金）

    場  所  岡崎中央総合公園 美博第３駐車場
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名古屋市 

          愛知県高圧ガス地域防災協議会

    協力機関  愛知県岡崎警察署

                    岡崎市消防本部 
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平成３０年度 

愛知県高圧ガス移動防災訓練実施計画書 

１ 開催の目的 

 高圧ガスの輸送中に発生する事故等の不測の事態に備え、高圧ガス関係者を対象とし

た移動防災訓練を実施し、災害の拡大防止のための知識・技術・技能の向上に資する。 

２ 開催日時  平成３０年１０月１９日（金）午後１時３０分から午後３時３０分まで 

３ 開催場所  岡崎中央総合公園 美博第３駐車場（岡崎市高隆寺町字峠 1番地） 

４ 主  催  愛知県、名古屋市、愛知県高圧ガス地域防災協議会 

５ 協力機関  愛知県岡崎警察署、岡崎市消防本部 

６ スケジュール及び訓練内容 

開会の辞 愛知県高圧ガス地域防災協議会長 13:30～13:35 

挨  拶 
愛知県防災局長 

名古屋市消防局予防部長 
13:35～13:40 

訓  練 

① 液化酸素タンクローリ事故発生時の通報及び応急措

置訓練 

② 水素ガスの燃焼実験 

③ 空気呼吸器装着の実演及びアンモニアガス漏えい処

置訓練並びにモノシランガスの疑似爆発実験 

④ アセチレンガス容器の消火訓練及び逆火防止器作動

実験 

⑤ 正しい容器積載方法の実演及び液化石油ガス容器バ

ルブからのガス漏えい閉止訓練並びに液化石油ガス

の燃焼実験・消火実験 

13:40～14:00 

14:00～14:20 

14:20～14:40 

14:40～15:00 

15:00～15:20 

講  評 愛知県高圧ガス移動防災訓練実行委員長 15:20～15:25 

閉会の辞 愛知県防災局消防保安課産業保安室長 15:25～15:30 

７ 展示（13:00～15:00）  

① 液化石油ガス用災害バルク供給システム等 

② 液化窒素・液化酸素の展示観察及び液化窒素による体験実習 

③ 容器収納筒 

④ 地震体験車「なまず号」による地震体験 



2 

訓練１ 液化酸素タンクローリ事故発生時の通報及び応急措置訓練 

（１）目 的 
液化酸素を輸送中、トラックに追突され、配管に亀裂が入り液化酸素が漏洩した 

ことを想定し、イエローカードに基づいた乗務員の通報訓練及び防災事業所の受信 

体制並びに応急措置訓練を行い、通報、受信、応急操作技術を習得する。 

あわせて消防署、警察署等の公設隊と連携し、災害の拡大防止策を講ずる。 

（２）内容 
ア 消防署・警察署への通報・出動要請 

イ 防災事業所への通報    

ウ 防災事業所の受信 

エ 付近への火気使用中止の呼びかけ・避難誘導 

オ 消防署・警察署の出動、怪我人の救助及び災害拡大防止措置 

カ 防災事業所の出動及び漏洩防止措置 

（３）参加人員 
愛知県 １名 消防署 ９～１０名 警察署 ２名 委員 １８～２０名       

訓練概要図 

訓練用資機材設置場所 

本部席 

ス
タ
ー
ト
地
点

パトカー

消防車

消防隊

消防隊

指揮隊長

訓練隊長

応援隊

乗務員

通行人

合図係

合図係

解説者 受信者
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酸 素 

分 

類 

性状による分類 支燃性ガス 

圧縮、液化の別 液化ガス又は圧縮ガス 

荷 

姿 

ローリ、バラ容器の別 

ローリ 可搬式超低温容器 バラ容器 カードル 

液化ガス 圧縮ガス 

充填量 2～10ｔ 70～500kg 0.5～7m3 70～200m3

圧力（大気圧に対して） 2～5倍 4～15 倍 150～200 倍 

温度 －183～－150℃ 常温 

塗色 ねずみ色 黒色 

標示 液化酸素 酸素ガス（白色） 

性 

質 

・ 

危 

険 

有 

害 

性 

色 ・液化ガスは淡青色 

・圧縮ガスは無色 

におい ・無臭 

ガスの比重 ・空気を 1とすると約 1.1 であり、重く低いところに滞留する。 

燃焼性 

・空気よりはるかに支燃性が強く、可燃性物質をさらに燃えやすくす

る（空気中では難燃性のものでも酸素中ではよく燃える）。 

・油脂類に浸透、接触すると発火、爆発の危険性がある。 

・特に液化酸素は浸透性が強く、路上等のアスファルトに浸透すると 

少しの衝撃等により爆発を起こした例がある。 

毒性 ・なし 

災 

害 

拡 

大 

防 

止 

措 

置 

漏えい防止 ・乗務員はイエローカードを参考にして、応急処置を行う。 

出火の際の措置 

・車両火災、周辺火災 

・車両火災や周辺に火災が起こり、容器の温度が上昇する恐れのある

場合は容器に大量の注水を行い冷却する。 

負傷者の救出 ・負傷者があれば第一に救出する。 

付近の火気厳禁 
・引火爆発を防止するため、危険範囲内（取敢えず半径 200ｍ内を設定）

の火気の使用禁止措置をとる。 

避難指示 
・危険範囲内の住民及び通行人に対し、警告して速やかに風上に避難さ

せる。 

交通規制 
・危険範囲内の車両の退去及び車両の進入を禁止する。 

・又、酸素ガスに包まれた車両は移動させてはならない。 
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訓練２  水素ガスの燃焼実験 

（１）目  的 

水素ガスの燃焼炎は輝きのない炎で昼間は特に見えにくく、輻射熱が小さいため圧

力が低い場合には燃焼していることに気づきにくい。高圧及び低圧での噴出音と燃焼

音の違い並びに輻射熱の小ささと燃焼温度の高さの確認と、高圧燃焼時の消火状況を

実験により確認する。 

（２）内  容 

ア 水素ガスに点火して燃焼炎が見えにくいこと、圧力により噴出音や燃焼音及 

び炎の違いを炭酸ソーダ液を噴霧させて炎色反応で確認する。 

イ 水素ガス燃焼時の輻射熱の小ささと燃焼温度の高さを金網の溶断により確認 

する。 

ウ 高圧燃焼時での消火訓練 

（３）参加人員 

     委員  ７ 名

水

素

金網

模擬配管

炭酸ソーダ液
燃焼炎
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水 素 
分

類

性状による分類 可燃性ガス

圧縮、液化の別 圧縮ガス

荷

姿

ローリ、バラ容器の別 トレーラー ローダー カードル バラ容器

充填量 2,000～3,000ｍ３ 約1000ｍ３ 70～300ｍ３ 0.5～7ｍ３

圧力  大気圧の約150～200倍

温度  常温

塗色  赤色

標示  水素ガス   燃‥‥白色

性

質

・

危

険

有

害

性

色 ・無色

におい ・無臭

ガスの比重
・ガスの中ではもっとも軽く、空気の約0.07倍の重さであり、

上部に拡散しやすい。

燃焼性

・よく燃えて引火性が強い。

・空気と混合したときの水素ガスの割合が4～75％の範囲で引

火爆発する危険性がある。

・炎が見えない。

・輻射熱が非常に小さい。

毒性 ・毒性はないが窒息に注意する。

災

害

拡

大

防

止

措

置

漏えい防止 ・乗務員はイエローカードを参考にして応急措置を行う。

出火の際の措置

・漏えいガスへの着火

・車両火災、周辺火災

・基本的には消火して漏えい防止措置をとるが、大量にガスが

漏えいし、漏えい防止措置が困難と判断したときは、周囲の

安全を確かめ火炎が小さくなるまで燃焼させる。

・容器の温度が上昇しないよう、容器に冷却注水する。

・バラ容器の場合には他の容器にも冷却注水する。

・車両火災や周辺に火災が起こり容器の温度が上昇するおそれ

がある場合は容器に大量の注水を行い冷却する。

負傷者の救出 ・負傷者があれば第一に救出する。

付近の火気厳禁
・引火爆発を防止するため、危険範囲内の一切の火気を速やか

に取り除く。

避難指示
・危険範囲の住民及び通行人に対し、警告して速やかに風上に

避難させる。

交通規制 ・危険範囲内の車両の撤去及び車両の進入を禁止する。
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訓練３ 空気呼吸器装着の実演及びアンモニアガス漏えい処置訓練並びに
モノシランガスの疑似爆発実験

（１） 目 的

イ モノシランガスが自然発火（爆発）する特性を理解する。

ア 空気呼吸器の装着とアンモニアガスの漏えいした容器の処置方法を訓練する。

（２） 内 容

イ モノシランガス５０％＋窒素ガス５０％の混合ガスが大気中で自然発火する状況を観察する。

オ 風船にモノシランガス５０％＋窒素ガス５０％の混合ガスを注入し、爆破させて 

疑似爆発現象を観察する。 

（３） 参加人員

ウ モノシランガス５０％＋窒素ガス５０％の混合ガスが大気中で自然発火しているところに 

   炭酸ガス消火器にて消火の効果を観察する。 

愛知県 ２名 名古屋市 １名 消防署 ４名 消費事業所 ４名 委員 １４名 

エ モノシランガス５０％＋窒素ガス５０％の混合ガスを水槽の水に通し、気泡が水面に達した 

と同時に発火する現象を観察する。 

ア 空気呼吸器の迅速かつ正確な装着方法を訓練する。

  その後２人１組となって容器に防災キャップを取り付け、漏えいを止める訓練を実施する。

漏えいした容器 漏えいした容器

漏えいガス

防災キャップ

空気呼吸器装着とアンモニアガスの漏えいした容器の処置の訓練 
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SiH4 50%/N2N 2   SiH 4 ダミー容器

①モノシランガス（SiH４）燃焼実験 

②モノシランガス（SiH４）水中バブリング実験 

SiH4 50%/N
2N 2

水槽

③モノシランガス（SiH４）疑似爆発実験 

風船

SiH4 50%/N
2N 2
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アンモニア 

分

類

性状による分類 可燃性・毒性ガス

圧縮、液化の別 液化ガス

荷

姿

ローリ、バラ容器の別 ローリ、バラ容器

充 量 8,500kg（ローリ）、バラ容器（1,000㎏、500㎏、50㎏）

圧力 大気圧の約10～20倍

温度 常温

塗色 白色

標示 液化アンモニア、 燃‥‥赤色  毒 ‥‥黒色

性

質

・

危

険

有

害

性

色 ・無色

におい ・刺激臭を有する。

ガスの比重 ・空気の約0.6倍の重さである。

燃焼性
・空気と混合したときのアンモニアガスの割合が16～25％で爆発

範囲となる。

毒性 ・極めて毒性が高く、許容濃度は25ppmである。

災

害

拡

大

防

止

措

置

漏えい防止 ・乗務員はイエローカードを参考にして応急措置を行う。

出火の際の措置

・漏えいガスへの着火

・車両火災、周辺火災

・漏えいが止めることができる場合は、漏えいを止める。 

・漏えいが止めることができない場合は、容器の温度が上昇しな

いように容器に冷却注水する。 

・可能であれば容器を安全な場所に移動させる。 

・車両火災や周辺に火災が起こり容器の温度が上昇するおそれが

ある場合は容器に大量の注水を行い冷却する。 

除害 ・多量の水に吸収除去できるが、河川に流さないよう対応する。

負傷者の救出 ・負傷者があればまず救出する。

付近の立入厳禁 ・危険範囲を定め、火気使用禁止と立入禁止措置をとる。 

避難指示
・危険範囲の住民及び通行人に対し、警告して速やかに風上に避

難させる。

交通規制 ・危険範囲内の車両の撤去及び車両の進入を禁止する。

保護具
・除害作業、救出作業等を行う場合には必ず空気呼吸器等の保護

具を着用して行う。
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モノシラン 

分

類

性状による分類 可燃性毒性ガス（特殊高圧ガス）

圧縮、液化の別 圧縮ガス

荷

姿

ローリ、バラ容器の別 バラ容器

充 量 5～10kg

圧力 大気圧の約100～150倍

温度 常温

塗色 ねずみ色

標示 モノシランガス、○○混合ガス 燃‥‥赤色  毒 ‥‥黒色

性

質

・

危

険

有

害

性

色 ・無色

におい ・胸の痛くなるような刺激臭がある。

ガスの比重
・空気の約1.1倍の重さで、低いところに滞留しやすく危険度は

大きい。

燃焼性
・空気中で自然発火する。

・爆発範囲は空気中の濃度で1.35～100％である。

毒性 ・極めて毒性が高く、許容濃度は5ppmである。

災

害

拡

大

防

止

措

置

漏えい防止 ・乗務員はイエローカードを参考にして応急措置を行う。

出火の際の措置

・漏えいガスへの着火

・車両火災、周辺火災

・消火できないので、容器内のガスが全部燃焼するのを待つ。

・容器の温度が上昇しないように容器に冷却注水する。

・可能であれば容器を安全な場所に移動させる。

・車両火災や周辺に火災が起こり容器の温度が上昇するおそれ

がある場合は容器に大量の注水を行い冷却する。

除害 ・自然燃焼させることにより無害のニ酸化ケイ素に変化する。

負傷者の救出 ・負傷者があればまず救出する。

中毒者の救出
・中毒者があれば、新鮮な空気のところに移し、酸素の吸入と

気道への給湿を行う。

付近の立入厳禁
・自然に引火爆発するので、危険範囲内を定め火気の使用禁止

と立入禁止措置をとる。

避難指示
・危険範囲の住民及び通行人に対し、警告して速やかに風上に

避難させる。

交通規制 ・危険範囲内の車両の撤去及び車両の進入を禁止する。

保護具
・除害作業、救出作業等を行う場合には必ず空気呼吸器等の保

護具を着用して行い、状況によっては耐熱衣を着用する。

※モノシラン（ＳiＨ４）は半導体素子の製造でエピタキシャル薄膜製造工程やＣＶＤ

工程、太陽電池や複写機感光ドラムに使われるアモルファスシリコンの成膜に用い

られる。有害で可燃であり空気に触れると自己発火する。

※燃焼により発生する二酸化ケイ素（ＳiＯ２）はケイ石（砂や石の類）である。
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訓練４ アセチレンガス容器の消火訓練及び逆火防止器作動実験 

（１）目  的 

アセチレンガス容器及び容器バルブに装着されている安全栓（ヒューズメタル）は、

温度１０５℃（±５℃）で溶融作動する。安全栓が作動しアセチレンガスが噴出する

と、ほとんどの場合、着火炎上することを理解する。 

また、逆火が発生した場合に、逆火防止器がどのような機能を果たすかを実験し確

認する。 

（２）内  容 

ア １本のアセチレンガス容器の充てん口からアセチレンガスを噴出させ着火

し、その火炎で他の３本のアセチレンガス容器の肩部をあぶることにより、

つぎつぎと安全栓（ヒューズメタル）が作動して、噴出するガスに着火し炎

上する様子を観察する。 

イ アセチレンガス容器への着火時の消火方法についての模範演技を行う。 

ウ アセチレンガスと酸素ガスを使用して、吹管に点火し強制的にノズルを塞ぎ、

逆火を発生させ、逆火防止器の作動状態を確認する。 

（３）参加人員 

      委員  ９ 名   

アセチレンガス容器の燃焼実験 

逆火防止器作動実験 
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アセチレン 

分

類

性状による分類 可燃性ガス

圧縮、液化の別 圧縮ガス（アセトンに溶解）

荷

姿

ローリ、バラ容器の別 バラ容器

充 量 0.5～9kg

圧力 大気圧の約16倍

温度 常温

塗色 褐色（チョコレート色）

標示 アセチレンガス 燃 ‥‥白色

性

質

・

危

険

有

害

性

色 ・無色

におい ・にんにくのようなにおい

ガスの比重
・空気よりわずかに軽い。

・空気中では拡散しにくいので、危険度が高い。

燃焼性

・よく燃えて引火性が強い。

・空気との混合比が2.5～100％の範囲で引火、爆発の危険性が

ある。

・ガスが噴出すると静電気が発生して着火することがある。

毒性 ・毒性はないが窒息に注意する。

災

害

拡

大

防

止

措

置

漏えい防止 ・乗務員はイエローカードを参考にして応急措置を行う。

出火の際の措置

・漏えいガスへの着火

・車両火災、周辺火災

・消火と同時に温度が上がらないよう他の容器にも冷却注水す

る。

・火炎にあぶられた容器は冷却注水により一旦は常温になって

も時間が経過すると再び内部より発熱することがある。

・車両火災や周辺に火災が起こり容器の温度が上昇するおそれ

がある場合は容器に大量の注水を行い冷却する。

負傷者の救出 ・負傷者があれば第一に救出する。

付近の火気厳禁
・引火爆発を防止するため、危険範囲内の一切の火気を速やか

に取り除く。

避難指示
・危険範囲の住民及び通行人に対し、警告して速やかに風上に

避難させる。

交通規制 ・危険範囲内の車両の撤去及び車両の進入を禁止する。

※アセチレン（Ｃ２Ｈ２）は酸素と混合比１：１で燃焼させると中性炎ができ、通常の燃焼

で得られる最高火炎温度（約３,４００℃）を得られる。そのため、酸素・アセチレン炎の

高温を利用した金属の溶接、溶断に利用される。
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訓練５ 正しい容器積載方法の実演及び液化石油ガス容器バルブからのガス漏え

い閉止訓練並びに液化石油ガスの燃焼実験・消火実験

(１) 目 的 

   ①液化石油ガス容器の正しい積載方法を学習する。 

②液化石油ガス容器バルブからのガス漏えい閉止訓練によりガス漏えい時の応急処

置を学習する。 

③液状及びガス状の液化石油ガスの燃焼状況を理解する。 

(２) 内 容 

ア 液化石油ガスの正しい容器積載方法を説明し実演する。 

イ 50kg 入り容器のバルブからガス漏えいを想定し、アメ色のゴムテープ(防災用具)

を巻くことによりガスの漏えいを閉止する訓練を実施する。 

ウ 500 ㎏入り容器の液化石油ガスをパイプバーナーで燃焼させ、炎を観察する。ま

た、二酸化炭素消火器を使用して消火実験を行い、炎の挙動を確認する 

① 運搬車両 50ｋｇ入り容器積載方法等 

30ｃｍ以上

②  液化石油ガス容器バルブからのガス漏えい閉止訓練 

参加人員  愛知県 １名  委 員 ６名  訓練参加者 １５名程度

③ 液化石油ガスの燃焼実験及び消火実験

参加人員  消防署  ４名   委 員  ６名 

歯止め

高圧ホース
ＳＧＰ２５Ａ
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液化石油ガス（ＬＰＧ、ＬＰガス） 

分

類

性状による分類  可燃性ガス

圧縮、液化の別  液化ガス

荷

姿

ローリ、バラ容器の別  ローリ  バラ容器

充 量  2～15t  5～1,000kg

圧力  大気圧の約2～8倍

温度  常温

塗色  ねずみ色

標示  ＬＰガス   燃‥‥赤色

性

質

・

危

険

有

害

性

色 ・無色

におい
・無臭。ただし、ライター用等の工業用の一部を除き空気中に

千分の一以上漏えいすれば分かるように着臭されている。 

ガスの比重
・空気より重い。（約1.5～2倍）

・ガスは低い場所に滞留するので危険度が高い。

燃焼性

・よく燃えて引火性が強い。

・空気と混合したときのガスの割合が約2～10％の範囲で引 

 火、爆発の危険性がある。

毒性
・毒性はないが液体が空気中に出ると温度が下がり、直接皮膚

 に触れると凍傷を起こす可能性がある。

災

害

拡

大

防

止

措

置

漏えい防止 ・乗務員はイエローカードを参考にして応急措置を行う。

出火の際の措置

・漏えいガスへの着火

・車両火災、周辺火災

・基本的には消火して漏えい防止措置をとるが、大量にガスが

 漏えいして漏えい防止措置が困難と判断したときは、周囲の

 安全を確かめ火炎が小さくなるまで燃焼させてしまう。

・容器の温度が上昇しないように容器に冷却注水する。

・バラ容器の場合には他の容器にも冷却注水する。

・車両火災や周辺に火災が起こり容器の温度が上昇するおそれ

 がある場合は容器に大量の注水を行い冷却する。

負傷者の救出 ・負傷者があれば第一に救出する。

付近の火気厳禁
・引火爆発を防止するため、危険範囲内の一切の火気を速やか

 に取り除く。

避難指示
・危険範囲の住民及び通行人に対し、警告して速やかに風上に

 避難させる。

交通規制 ・危険範囲内の車両の撤去及び車両の進入を禁止する。
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展示 1  液化石油ガス用災害バルク供給システム等 

（１）目 的  

地震・豪雨等広域災害が発生した場合、避難住民等の暮らしを強力にサポートするＬＰガ

スバルク供給を活用した供給・消費に必要な機器（調理機器、高圧ホ－ス、ガス栓、炊出

し大釜等）を一体化した「災害用バルクシステム」を展示し、その使用方法等を習得する

ことを目的とする。 

（２）内 容 

① 災害用バルク貯槽(１５０ｋｇ) 1 基   

② ユニット(燃焼器具、給湯器、照明器具) 

③ バルク関連機器、発電機等 

（３）参加人員   

   委 員 ８名 
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（１）目 的

液化窒素・液化酸素の展示や液化窒素を使用した体験実習を通じ、超低温液化

ガスに関する物性や特性を理解し、取扱い知識を深める。

コールド・エバポレータ※模型や超低温容器カットモデルの展示と説明を通じ、

超低温機器の取扱い知識を深める。

（２）内 容

ア ガラス魔法瓶に入れた液化窒素及び液化酸素を観察する。

イ 魔法瓶に入れた液化窒素に、生花・ゴムボールを浸し、凍結、破砕させて

その状況を観察する。

ウ 同じく魔法瓶に入れた液化窒素に金属球を浸し、金属球の収縮の状況を

観察する。

エ コールド・エバポレータ※模型・超低温容器カットモデルの展示及び説明

を行う。

（３）参加人員

委員 １１名

生花

ゴムボール

展示 ２ 液化窒素・液化酸素の展示観察及び液化窒素による体験実習 

液化窒素・液化酸素の展示

液化窒素による体験実習

凍 結 破 砕

ガラス魔法瓶

液化窒素

液化窒素

無色透明

沸点－１９６℃

液化酸素

淡青色透明

沸点－１８３℃

※「コールド・エバポレータ」のうち貯槽部分
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展示 ３ 容器収納筒 

（１）目 的  

収納筒の展示により防災キャップで容器からの漏えい防止できない時の対処方法に 

ついて周知し知識を深める。 

（２）内 容 

① 容器収納筒    1 基   

② 説明パネル      1 枚 

容器収納筒とは 

容器弁よりガス漏えいが起きた場合は防災キャップを用いて除害へ接続する方法がある。 

それに対し、腐食等により容器弁以外の箇所からガスが漏えいした場合に容器ごと収納

し、除害設備等に接続して安全な場所及び処理できる場所まで輸送する目的としている。

容器収納筒の外観 １ 容器収納筒の外観 ２
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展示 ４ 地震体験車「なまず号」による地震体験 

 (１) 目 的 

   実際に地震の揺れを体験することにより、万一の場合に必要となる行動を身につけ

る。 

 (２) 内 容 

   過去に起こった地震又は想定される地震を地震体験車「なまず号」により体験する。 

 (３) 地震体験車「なまず号」の特徴 

  ア 上下動・前後水平動・左右水平動の３軸により地震の揺れを再現する。 

  イ 再現できる地震 

地震名 地震の規模 

（マグニチュード） 

発生年月日 

関東大震災 Ｍ７．９ 大正 12 年 9 月 1 日 

東南海地震 Ｍ８．０ 昭和 19 年 12 月 7 日 

三河地震 Ｍ７．１ 昭和 20 年 1 月 13 日 

宮城県地震 Ｍ７．４ 昭和 53 年 5 月 26 日 

阪神・淡路大震災 Ｍ７．２ 平成 7年 1月 17 日 

新潟県中越地震 Ｍ６．８ 平成 16 年 10 月 23 日 

東日本大震災 Ｍ９．０ 平成 23 年 3 月 11 日 

想定東海地震 Ｍ７．９６ (想定) 

想定東南海地震 Ｍ８．１５ (想定) 

想定東海・東南海連動 Ｍ８．２７ (想定) 

 (４) 注意 

   以下の方は地震体験車に搭乗できません。 

  ア 高血圧、心臓疾患、てんかんなどの症状を持つ方 

  イ 妊娠中の方、ショックに対するアレルギーをお持ちの方 

  ウ 脳性まひ、骨髄損傷、骨形不全などの身体に障がいのある方 

  エ 酒気を帯びている方、体調不良の方 

  オ 乳児 （幼児や身長 130cm 以下の児童の方は、保護者又は引率者が同乗してくだ

さい。） 
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訓練指導運営事業所 

愛知県高圧ガス地域防災協議会  

訓練１ 

 運輸部会（１０事業所） 

訓練４ 

 アセチレン委員会（５事業所） 

・安藤運輸㈱ 

・協栄運輸㈱ 

・黒肥地運輸㈱ 

・西日本エア・ウォーター物流㈱ 

・東亞興業㈱ 

・中日本マルエス㈱ 名古屋営業所 

・㈱丸三運輸 

・㈱ニヤクコーポレーション 中部支店 

・中電輸送サービス㈱ 

・成瀬酸素運輸㈱ 

・高圧ガス工業㈱ 

・竹中高圧工業㈱ 

・大陽日酸㈱ 中部支社 

・中部合同アセチレン㈱ 

・大日本アガ㈱ 

訓練５及び展示１ 

愛知県ＬＰガス協会（７事業所） 

・名古屋プロパン瓦斯㈱ 

・両元産業㈱ 

・東邦液化ガス㈱ 名港ＬＰＧ基地 

・㈱フジプロ 

・ガステックサービス㈱ 

・武一㈱ 

・ＬＰガス安全促進協議会東海地区会 

訓練２  

水素委員会（５事業所） 

・物産フードサイエンス㈱ 名古屋工場 

・大同メタル工業㈱ 

・新日鐵住金㈱ 名古屋製鐵所 

・中部電力㈱ 新名古屋火力発電所 

・岩谷瓦斯㈱ 名古屋工場 

訓練３及び展示３ 

毒性・特材ガス委員会（１１事業所） 

・岩谷産業㈱ 

・宇部興産㈱ 名古屋支店 

・日本エア・リキード㈱ 

・中部エア・ウォーター㈱ 

・大陽日酸㈱ 中部支社 

・東亞テクノガス㈱ 

・㈱巴商会 名古屋営業所 

・㈱東海理化電機製作所 

・トヨタ自動車㈱ 

・㈱デンソー 

・東亞合成㈱ 名古屋工場 

展示２ 

 ＣＥ委員会（７事業所） 

・大陽日酸㈱ 中部支社 

・大陽日酸エンジニアリング㈱ 中部支店 

・日本液炭㈱ 中部支社  

・昭和電工ガスプロダクツ㈱ 中部支店 

・日本エア・リキード㈱ 

・中部エア・ウォーター㈱ 

・東亞テクノガス㈱ 

                                                    （ 順 不 同  ） 
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～愛知県防災局消防保安課産業保安室からのお知らせ～ 

第５５回愛知県高圧ガス保安大会の開催について 

高圧ガスによる災害を防止し公共の安全を確保するため、関係者が一

堂に会して、保安に対する認識を一層深めるとともに、保安管理技術の

向上を図ることを目的として、下記のとおり「第５５回愛知県高圧ガス保安

大会」を開催します。 

皆様のご参加をお待ちしております。 

記 

【日時】平成３０年１０月２９日（月）午後１時３０分から午後３時３０分まで 

【場所】愛知県産業労働センター（ウインクあいち）大ホール 

   名古屋市中村区名駅４丁目４－３８ 

【内容】第一部 高圧ガス保安関係保安功労者等知事表彰 

（高圧ガスの災害防止に努めてきた事業所及び高圧ガスの保安に尽力して

きた功労者の方々に対し知事表彰を行います。） 

第二部 講演 

「防災気象情報の利活用」 

講師：名古屋地方気象台 防災気象官

紅林 亘 氏 

＊講演の見どころ＊ 

【その他】参加費無料・事前申込み不要。 

     なお、参加者の方には、参加証明書を発行します。 

 災害に強い社会づくりが急務とされ、官民挙げて取り組みが進められて

います。 

 その中でも、大雨や暴風などによって発生する災害の防止・軽減のため

に欠かせないものが、「防災気象情報」です。 

 今回は、名古屋地方気象台の方を講師としてお招きし、防災気象情報を

はじめ気象に関する貴重な情報をご紹介します。 




